
寺田縄かっぱまつり 

日程は８月２２日（金）と２３日（土）の両日、寺田縄のふれあいまつりとして実施されました。 

２２日からは自治会館を使って文化展示を実施しました。 

  まず、文化展示を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つるし雛 
 

 金屏風を背景にした展示です。三人の共同制作で、一

針ずつの精巧な作りに驚かされました。 

瓢箪アート 
 

 緑の実の中から種などを取だし、乾燥させ、磨きをか

け、色彩を使いデザインします。整った形のひょうたん

に作り上げることや球面にデザインすることが難しい

作業です。右側のひょうたんの高さは約 60 ㎝ある大

型です。 

 沢山の作品が並びました。 

 

 

「社会福祉法人 至泉会 ソーレ平塚」 
 

入所されている方々から沢山の作品で、 

丹精に作られた作品に感激です。カルタは

とてもユニークな文面があり楽しませて頂

きました。 

 左は、生け花です。「秋」を採り入れてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙の手作り作品 
 

 大きな屏風は、「広重の東海道五十三次」のデザイン

です。サイズは90×７０㎝程です。手前は開閉すると

絵柄が代わるマジック調の屏風です。馬の折り紙も添

えられました。 

写真にはありませんが、抽選で希望者に配ることの

できる、数多くの作品も展示されました。毎年、抽選に

は大人も子供も大喜びで参加します。 

 

火消しの纏（まとい） 
 

 沢山の纏が並びました。江戸時代の火消しの各組

が使った旗印の一つです。組によって異なった意匠

が施されています。 

 製作にあたって、組を表す頭（かしら）、馬簾（ば

れん）というさがりの長い飾りなどが実に詳細に工

夫されています。 

 左奥は、東映太秦映画村で再現された「め組」の

纏を模しています。 

押し花とレカンフラワー 
 

 左側は押し花の花束で、右はレカンフラワーという

作り方による花輪です。花々が立体的です。 

押し花は押し付けて乾燥させますが、レカンフラワ

ーは、花々を乾燥材の中に沈めて乾かします。つる等

は、折れやすく扱いに要注意です。 

押し花実習のしおりやコースター作りは親御さん

にも喜ばれました。 

 

 

写真、切紙、油絵、水彩画 
 

写真は作品が多く、この面にも飾りました。切り

紙のクワガタ、カブトムシ等、実習でも指導し、完

成した作品に子どもたちの歓声が広がりました。 

油絵、水彩画いずれも素人離れの作品？ との評

価でした。 

 

 



２３日は「かっぱ公園」、「日枝神社境内」での開催です。 

天気予報が思わしくなく、雨が心配でしたが、降りは少なく安堵しました。 

＊ 「かっぱ公園」：由来は公園のトイレの形が「かっぱ」のデザインで子供に人気がありました。 

一時「ペンギン」に変わり、再び「かっぱ」に変身しています。そのかっぱに因んだ愛称です。 

   正式には「寺田縄公園」と云います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿会・美化推進のテント張り 
 

 この時点では曇でした。販売担当の方々や自治会

の旧役員などと協力して立ち上げます。 

 複雑な骨組みです。持ち上げる場所を間違えると

抜けてしまいます。声を合わせ、立ち上げることが

必須です。 

 防災のいざの時、このノウハウは役に立ちます。 

  

 

 

子供会育成会のテント 
 

 傘をさして順番を待ちます。中では、あてくじ、

缶たおし、お菓子釣り、ワークショップ、扇子、ス

ライム、写真立 魅力いっぱいです。 

 民生委員の援助も加わり、続けられました。 

 

 

 

 

 

焼きそば 
 

 日枝神社のお祭りでお神輿を担ぐ団体です。 

まつりの焼きそばは、お腹を満たすには格好の品物で

す。前日から公民館を使って具の準備をしました。 

 いつも、当日、会が雨で中止になり売れ残りが悩みで

す。幸いなことに、これまで、一度も中止になっていま

せん。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の自転車屋さん 
 

 チラシのメニューが内容です。自治会の旧役員

が担当しました。持ち込まれた自転車を調整し、

子供にも保護者にもたいそう喜ばれました。 

 降る小雨に負けず調整は進みました。時には、

大人の注文もこなしました。 

古本市 
  

 図書ボランティアの出店です。標記の通り、あの

本、この本 一冊 １０円です。コンテナーや机に並

べられた本、どなたの書棚に納められましたでしょ

うか。 

長寿会の「カキ氷」 
 

 午後には雨があがり、夏の日射しが戻りました。 

午前はお客が少なく、多くの人達と交流を深め合い

ましたが、今はそうはいきません、お客が列を作り、

売り手は席を温めることが出来なくなりました。う

れしい悲鳴です。 

「かっぱまつり」の取（とり・最後） 
 

ミニ抽選会です。会場の「かっぱ公園」に人が集

まりだしました。天気はすっかり回復しました。 

抽選箱に入れられた応募券の名前が呼ばれれば

当りです。その人が会場にいなければ失格。 

ドキドキ、そわそわの時が過ぎれば「まつり」は

終わります。担当は、小学校のＰＴＡの役員です。 

９月からは、学校が始まります。宿題終わらせね

ばなりません。 

 

 

 

 

 



＜文化展示＞ 

 

金田福祉村の作品 
 

 福祉村を利用している方々の作品です。 

折り紙でふた付きの物入、花々、が丁寧に折られています。 

きいろのタオル地のあひるも整列です。 

 作品は、希望する子供たちに配られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 書道二点 
 

力強い筆の運びです。 

下は、写経の作品です。 

完成させるには、気持ちの統一とその維持が必須 

要件です。 

写真の展示 
 

愛好家が、多くの作品を寄せています。 

単品で、モノクロの作品、富士山の作品集。 

個性的な作品が揃いました。 

盆栽の一組 
  

 小型の作品が揃いました。細心な集中力を尽くして

作り上げられています。小さな「コイと釣り人」が配さ

れた盆栽もあり、楽しませてもらいました。出品は四

点でした。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺田縄写生会 写真を展示 
 

原画は平塚市の教育委員会社会教育課 

の「文化財写生コンクール」に応募しています。 

入野の八坂神社で写生しました。 

作品を写真に収め、紹介です。当日は親御さんもお

子さんの隣で写生し、作品を寄せてくれました。 

 

リサイクルおもちゃ 

寺田縄七不思議のつい立 
 

使用済みのペットボトルのふたや飲み終わった容器などを再利用

したおもちゃです。ゲームでは、大人も真剣そのもの。 

彫刻家として活躍している寺田縄出身の方からの寄贈作品です。 


